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研究成果の概要（和文）：本研究においては、心の状態に何らかの課題を持つ子ども、コミュニケーション等に課題を
持つ子どもを対象にして、乗馬プログラムを提供し、参加する子どもの課題への取り組みや影響についてまとめるとと
もに、その場を支える看護職者及び医療・福祉職者の役割について検討することを目的とした。乗馬プログラムを定期
的に実施し、参加している子どもの乗馬の様子について評価シートを作成し評価し、子どもの個別の変化をとらえた。
乗馬プログラムを支援する看護・福祉専門職スタッフには面接を実施した。スタッフのそれぞれの子どものその場の状
況による繊細な対応が子どもの挑戦につながることについて示唆が得られた。

研究成果の概要（英文）： The purpose of this study was to examine the role of nurse in supporting 
children with mental problems during horse riding programs. Researcher provided children with 
communicative problems or mental illness with horseback riding programs to develop their communication 
skill. Data were collected qualitatively. Participants (children) were observed during horse riding 
programs with an evaluation sheet, some data are analyzed in detail in a case study. Participants (nurse 
and care staff member) were interviewed.
 It has been clarified that nursing staff members give consideration into the reaction of children 
delicately and they slightly promote the children’s action.

研究分野： 精神看護学

キーワード： 子ども　精神看護　コミュニケーション　動物介在療法　乗馬　発達障がい
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
動物を治療的および福祉的目的で活用して
いくことの有用性については、近年多くの研
究結果により指摘されている。その効果につ
いては、身体的・心理的・社会的側面から示
されている。身体的・生理的効果としては、
血圧変動と血液中の生体活性物質(レニン活
性物質,β－エンドルフィン等)の測定から健
康成人と犬とのふれ合いにより人がリラッ
クスすることを検証している（Odendaal & 
Meintijes；2003）。心理的効果としては、認
知症高齢者と犬とのかかわりにおいて認知
症高齢者の感情の安定性がはかられるとい
う結果も認められている（Kawamura;2007）。
社会的側面においては、動物と関わる場にお
いて高齢者の笑顔が増えているという結果
がみられている。このように実際に動物を活
用する場合には、対象者や期待する効果、実
現可能性などから動物や方法、実施の頻度や
期間などが調整され、実施される。国内では、
高齢者福祉の目的で犬や猫などの小動物が
活用される場合が多く、子どもに対しては大
動物が活用されることが多い。 
子どもに対して動物を用いる場合は、小動物
よりも頑丈で、ダイナミックな動きをしめす
大動物が好まれる。特に身体的リハビリテー
ションを目的として子どもに乗馬を試みた
場合の効果は実践報告が増えている。最近は、
自閉症をもつ子どもに対する社会性はコミ
ュニケーション上の好ましい変化について、
乗馬当日と翌日の落ち着きが増したり、パニ
ックを起こす頻度が減ったりするなどの精
神的安定性に対する効果について報告され
ている（慶野;2007）。しかしながら、動物を
用いた療法はどちらかというと個別に実施
される場合が多いため、対象者数の限界や対
象者のもつ障害の個人差が大きい。また社会
心理的な効果を測る場合には、セッションの
時間は日常生活の一部分であるため客観的
評価に課題がある。また対象者の症状には個
別性が大きいため比較群をつくりにくい。さ
らには、対象者が子どもの場合、言語表出に
限りがあることなどから報告が少なく、特に
コミュニケーションになどの小さな変化を
捉えようとすることは課題とされている。子
どもの心理社会的側面における効果は大き
いことを実施者は感じながらも、そこに客観
的妥当性のある評価を得られにくいという
問題がある。 
その一方で、乗馬プログラムの中には様々な
情動作業や協調性、集中力を必要とする場面
が多くあり、また馬の安定した特徴からも子
どもの馬に対する向かい方や精神的な状況
は捉えやすいと考えられる。 
そこで、本研究においては、コミュニケーシ
ョン等に課題を持つ子どもを対象にして、乗
馬プログラムを提供し、参加する子どもの課
題への取り組みや影響についてまとめる。ま
た介入する看護職者及び医療・福祉職者の役
割について検討する。 

２．研究の目的 
本研究では心の状態に何らかの課題を持つ
子どもに対して乗馬プログラムを提供しそ
の影響について明らかにしつつ、その場を支
える看護の役割について検討することとし
た。 
３．研究の方法 
乗馬プログラムの影響と、看護支援について、
いくつかの研究から明らかにしようと考え
た。 
乗馬プログラム実施による観察データ収
集：平成 26 年 6月～平成 28 年 3月 
研究の倫理申請 
研究者が所属する期間の倫理委員会の承認
を得た。 
（承認番号 743、751） 
研究期間内に研究に関して同意の得られた
対象者 
Ａ児童発達支援センターを利用している子
ども 22 名（このうち複数回参加し分析の対
象となったのは 10 名） 
Ａ児童発達支援センター職員 4名  
４．研究成果 
(1)発達障がいをもつ子どもに対する乗馬プ
ログラムの実施：心理社会的側面の影響に
ついての評価 

A 児童発達支援センターを利用し、発達
障がいの診断を受けている主に未就学〜
小学校低学年の子どもを対象に乗馬プロ
グラムを実施し、参加した子どもの様子に
ついて他者とのコミュニケーションに焦
点を当て作成した観察評価表を用いて評
価し、プログラムの影響や課題を明らかに
することを目的にした。 

① 研究デザイン 
  録画を用いた子どもの行動の観察  
② データ収集期間 
  平成 26 年 7月～平成 26 年 8月 
③ 調査対象 
  乗馬プログラムにはA児童発達支援セン
ターを利用しており本人および保護者か
ら本研究の承諾書を得られた未就学児～
小学低学年の子どものうち、全 3回の乗馬
会に 2回参加した 7名を対象者とした。   

④ 乗馬プログラム「乗馬会」の設定 
  A 施設においてサマースクール期間に乗
馬会を 3回開催した。午前に馬と触れ合い
乗馬を行い、午後は「馬と私」というテー
マで絵画の時間を設けた。 

乗馬プログラムの内容：「挨拶・説明を
聞く・馬の世話（ブラッシング・馬装）・
引き馬・乗馬・挨拶」全体の流れについて
は、初めの挨拶の際に順番を絵で示し説明
をした（写真 1．） 
所要時間：30 分～45 分間 
実施場所：A児童発達支援センター中庭 
馬：セラピー馬として経験をもつ道産子

（コブシ・４歳・雄）、１頭（写真 2.） 
 馬担当者：馬の飼い主であり、小学校等で
の馬を用いた教育経験がある 



スタッフ：作業療法士 1名（主にプログラ
ムを担当した方）、普段から子どもたちを
担当している保育士 2～3名 

写真 1．乗馬会の流れを絵で示したもの 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
写真 2．乗馬の様子：スタッフが乗っている
ところ 
 
⑤ データの分析方法 
  子どもの乗馬会の行動を観察するに当
たり、発話がかなり少なく、行動の観察か
ら、コミュニケーションに関する情報を得
ることが必要となった。そのため、ビデオ
カメラに収録した乗馬会のデータから、主
に対象者のコミュニケーションの取り方、
馬との関係や距離をおしはかるというこ
とに着目して観察しようと、乗馬プログラ
ム行動観察リストを作成し、これを用いて
乗馬会後の対象者の行動を観察し記録し
た。行動観察リストの項目に基づき観察さ
れた行動の評価は 2名の研究者（看護師）
および1名の乗馬会を担当した作業療法士
が独立に行い、3 名の平均点をそれぞれの
対象者の得点とした。 

⑥ 対象者について 
 本研究の対象となる子ども 7名の性別・
年齢・診断名・行動の特徴について表 1.
に記す。 
対象者のうち、１名は平日も A児童発達

支援センターを利用しており、他の 6名は
平日に幼稚園等に通園し、週１日程度もし
くは、長期休暇の際に、A 児童発達支援セ
ンターを活用していた。 

 
 
 
 
 
 
 
 

表 1．対象者となる子どもの性別・診断名・
年齢と行動の特徴 

 
⑦ 1 回目と 2 回目の乗馬会における対象者

の行動の比較 
  実際の乗馬会ではスタッフおよび研究
者らは子どもの安全を最優先して行動す
るため、一人ひとりの行動を注意深く観察
することが難しい。そこで、観察は終了後
にビデオカメラにより撮影されたものか
ら行動を読み取ることとした。 

子どもの発話が極めて少ないため、コミ
ュニケーションに関係していると思われ
る意思疎通や、多くの子どもが課題として
いる集団の行動や、作業へのある程度の集
中力、意欲、また馬に対する態度について
項目を設定し観察した。評価表は、A支援
センターにて活用されている評価表の一
つを参考にして、乗馬会で観察が可能であ
る項目であること、また社会性やコミュニ
ケーションをある程度観察できること、馬
への態度に関しては人との交流につなが
り、また馬の特徴から感覚を得ることがで
きやすいと考えられる『合わせる』という
行動に重きを置いて作成した。そのため、
馬の装具を付けるなどの技術の学びや方
法を習得するということよりは、馬と気持
ちを合わせる、馬の動きを推しはかるとい
う行動について観察項目が必要と考え、乗
馬行動観察リストを作成した。カテゴリー
は「よくできる」を４とし、「よわい」を 1
として、4段階の設定として観察した。 
2 回の乗馬会に参加した子ども 7名の 1

回目と2回目の行動観察リストを用いた得
点とその変化について結果を表 2.に記す。
運動、コミュニケーション、ワーク、馬へ
の態度の4つのカテゴリーの合計得点につ
いて１回目と2回目の乗馬会において比較
した。運動（p<0.26, Z 値=2.226）と馬へ
の態度(p<0.046, Z値=1.199)のカテゴリー
において、2回目に有意に得点が高くなっ
ていた。 
 運動の下位項目をみると、「指先を使う
細かな動作がスムーズである」という項目

 
性別 診断名 年齢 行動の特徴 

A F 自閉症,Ａ

ＤＨＤ 
6 

テンションが上がると周り

が見えなくなる 

Ｂ F ダウン症,

情緒障害 
5 

男性に対する人見知りが

ある 

Ｃ M 自閉症,Ａ

ＤＨＤ 
5 

一人で行動することが多

い 

Ｄ M 自閉症,Ａ

ＤＨＤ 
5 

思っていたことと結果が違

うとパニックになる 

Ｅ M ＡＤ/ＨＤ,

てんかん 
6 

集団になじむ事が苦手で

他の子にちょっかいをだす 

Ｆ M ＡＤ/ＨＤ 
5 

他の子どもと関わりたいが

うまくできない 

Ｇ F ダウン症 
5 

扉が中途半端に開いてい

るのを嫌う 



で 2回目には有意に得点が高かった。その
他の下位項目においては1回目よりも2回
目の平均得点の向上がみうけられるが、有
意な差は認められなかった。 

 
表 2．乗馬における行動観察リストを用いた

対象児童７名の得点のカテゴリーおよ
び総合得点の比較 

カテゴリー 回数 平均値 範囲 標準偏差 p 値 

運動 
1 4.81  3.67 1.25988 

.026 
2 5.33 3.00 1.15470 

コミュニケー

ション 

1 11.33  6.33 2.13437 
.093 

2 12.24 7.33 2.60849 

ワーク 
1 12.95  8.00 3.11168 

.612 
2 13.62 10.67 3.77824 

馬への態度 
1 7.29  6.00 1.83008 

.046 
2 8.67 7.33 2.44949 

合計点 
1 36.38  24.00 7.77324 

.075 
2 39.86 22.67 8.45874 

Wilcoxon の符号付き順位検定 *<0.05 , N=7 

 
対象者ひとりひとりについて 15 項目によ

り１回目と２回目の変化を捉えようとした
場合、同じ診断名や年齢において、変化の特
徴はかなり異なることがわかった。さらに子
どもの特性や馬に対する関心の表現の仕方
についても、個人差は大きいと考えられた。 
 
(2)乗馬プログラムに参加した子どもの変化
を支える支援に関する検討 

  Ａ児童発達支援センターにおいて行っ
た乗馬プログラムの一環として、午前の乗
馬プログラムの後の午後のプログラムに
おいて乗馬に関する絵（テーマ：馬と私）
を描く活動を行った。コミュニケーション
に課題を持つ子どもが多く、言語による印
象などが得られにくいため、絵による表現
を試みた。そこで、絵を一人で描くことを
極度に苦手とする子どもの事例から、支援
について検討する。乗馬は海外では身体的
にも精神的にも身体的リハビリテーショ
ンとして治療に活用されている。一方で、
効果の心理的側面については、事例を詳細
に振り返るなどの効果につながるプロセ
スを読み取ることが重要となる。 

① 研究デザイン 
事例を深く読み取る事例検討 

② データ収集期間 
  平成 26 年 7月～平成 26 年 8月 
③ 研究デザインと分析方法 

事例検討 
2 回の乗馬会の A君の参加の様子、参

加後の絵画、家族の捉え方から、1回目
と 2回目では 2回目には絵を描くことが
できた。想像して描くことを苦手とする
のだが、2回目には（目と鼻の穴）を描
くことができた。その変化に影響したも
のを考えてみる。 

④ 対象者 
  Ａ児童発達支援センターデイケアを利

用しているＡ君 5歳（自閉症・AD/HD）。A
君は馬に触れなく 2回を終えた。2回目の
後は「楽しかった？」の職員の質問にうな
ずいた。 

 Ａ君：IQ 100、幼稚園に週 5日、児童発達
支援センターの利用は週 1日＋長期休暇 

 好きなこと：・本当は話したいことがある 
・パズル・車・組み立てること 

 苦手なこと：・はじめての事・スケジュー
ルや順序・順番の変更・他の人ができてい
ることができない状況 
最近の様子：春から幼稚園に通うようにな
り、センターの時間の過ごし方に混乱し、
機嫌が悪くなることも時々ある。意思表示
はある。 
総合的な援助方針：自分の気持ちを言葉で
表現できるようになる 

 生活目標：1.できないことがあっても怒ら
ない、2.人を叩かない 

⑤ Ａ君の乗馬プログラムの経過 
1 回目の乗馬プログラムの様子 
 Ａ君は餌やりなど、他の子どもが体験する
様子を立ってみている。スタッフが「Ａ君
やってみらん？」「Ａ君やってみる？」の
声かけに、うんとうなずき、やってみよう
という気持ちがあるようだが、職員がＡ君
の手を取り誘おうとするが、後ろに両手を
回し、『いかない』の意思表示をする。Ｔ
君の後にＡ君の手を取り誘おうとするが、
後ろに両手を回し、『いかない』の意思表
示をする。みんなで散歩しようという流れ
になると A君も後ろをついて歩き、遅れを
とらず他の子どもとおなじペースで1周す
る。「SちゃんとK君がヘルメットをかぶり、
順番に馬にのる。Ａ君、Ｔ君はのらずにみ
ている。スタッフがＡ君のそばにいき、ヘ
ルメットをかぶせる（馬に乗るために）。
Ａ君はいやがる風でもなくヘルメットを
かぶせられる。スタッフは、それに合わせ
て「変身！」と言う。 
「Ａ君さわった？」という声かけに反応を
示さなく、じっと立っている。 
絵画：見本がないため、描くことできない。
「先生描いて」と助けを求める。先生の声
掛けがあるが、最後まで鉛筆を持たなかっ
た。出来ないことにいら立つことはない。
静かに着席している。普段も見本がないと
描くことが難しく、考えたり想像したりし
て描くことはできない。何も書描くことが
できず白紙でおわる。Ａ君は普段描きたい
ものが描けないと悔しくて、パニックにな
ることもあるが、今回は自分がどうしても
描きたいという物ではなかったのか？描
けないことに執着する様子はなかった。 
家での様子（母より）：『自分からは話さな
かった』『どちらかというとあまり興味が
なさそう。』と判断。 

2 回目の乗馬プログラムの様子 
 2 回目は、乗馬プログラムの前にＡ君は保
育士のスタッフと、絵を描けるようにしっ



かり見るという目標を立ててプログラム
に臨んでいた。 
スタッフが「Ａ君してみらん（？）」「ちょ
っとさわってみらん？」と声を掛けるが首
を横に振り拒否を示す。他の子らが移動す
るとＡ君もそちらについていく。子どもた
ちと同じ横の列にいて、一緒に話を聞いて
いる。スタッフがやって見せると、身体を
向けて見ており、他の子どもが馬を散歩さ
せている様子も見ている。他の子どもが馬
とのお散歩を終え、スタッフが「じゃああ
とは、まだ一緒にお散歩してない人おら
ん？」と子どもらに聞くと、Sちゃんが「Ａ
君」と答える。（Ａ君が認識されている）
スタッフが「Sちゃん引いて、A君一緒に
行く？」と提案し、Sちゃんが馬をひき、
スタッフとＡ君はその横を歩きはじめる。
その後を子どもらも後ろからついて歩く。
スタッフがＡ君に「一緒に行こう」と右手
を伸ばして誘うと、Ａ君は少し躊躇するが
スタッフの方へ歩き、手をつなぐ。スタッ
フと手をつなぎながら、馬の手綱をもつ S
ちゃんを見て同じペースで歩く。（やって
みる気持ちはある様子） 
S ちゃんがどんどん手綱をもって進み、S
ちゃんと並ぶようにＡ君もスタッフと手
をつなぎ歩く。途中で子どもたち（T君、K
君）がSちゃんの後ろについて手綱をもつ。
Ａ君はその横を先生と手をつないで歩き、
１週する。子どもらが、馬に鞍を付けてい
る時には、Ａ君は一番後ろからその様子を
見ていた。Ａ君の前に立つスタッフの陰に
なり見えなくなると、ちょっと横にずれて、
様子を見ていた。（見ようとする行動が窺
える）馬に乗るのを誘うが拒否を示した。 
絵画：Ａ君は「何かいたらいいん？」とス
タッフに助けを求める。目は？しっぽは？
との質問に答えられない。スタッフが離れ
ても「何かいたらいい？」と何度もスタッ
フをよびもどす。「今日は描こう」と初め
に言っていたことを覚えていたのか、描け
ないことが嫌な様子。「目はまんまるだっ
たね」「Ａ君まんまるお目目描ける？」「馬
さんの目は 1個？2個？」の問いかけによ
り白い画用紙の真ん中あたりに4つの黒丸
を描く。2つの小さな黒丸が目、2つの小
さな黒丸が鼻の穴ということだった）。完
成すると納得していた様子。 
家での様子（母より）：】『自分から話した』
（「馬について、馬はリンゴや草、ニンジ
ンをたべるんだってー」と話した。）           
『どちらかというと興味がありそう。』と
判断。 

⑥ Ａ君の参加の経過から読み取れる専門職
者の関わりについて 
1 回目のＡ君は一通りプログラムの全体

を見て流れを把握することができ、2回目
は登園時の様子からも、情報】が得られた
ことにより緊張が減ったと考えられる。 
2 回目には、スタッフの誘導で絵を描ける

ように「よく見る」という目標ができてい
たことにより、Ａ君は行動の方向が見え、
それを描くということで達成でき、『自己
決定感』につながったと考えられる。乗馬
のスタッフは2回目にＡ君のことを認識し、
「Ａ君」という呼びかけも増えている。ま
た2回目は参加した子どもの人数が多かっ
たことの不安要素は高くなっている可能
性があるが、同クラスの Sちゃんは 2回と
も参加していた。2回目に Sちゃんが「A
君」を認識した発言がみられて、他の子ど
もも、Ａ君の後をついて合流し、みんなで
散歩をする流れになった。これは『他者受
容感』につながっていると推察できる。 
このような乗馬プログラムに認められ

たＡ君の意欲につながるスタッフの支援
や他の子どもからのサポートは、櫻井
（1997）の内発的学習意欲の発現プロセス
に重ねることができると考えられた。そし
てこの中でＡ君と他者との関係性の文脈
が育まれていることについて考えられた。 

 
(3)発達障がいをもつ子どもに対する乗馬プ
ログラムの実施による看護師を含めるケ
ア実施者の評価 

  Ａ児童発達支援センターで継続的に乗
馬プログラムを実施しており、子どもたち
の参加の支援に直接的に携わった医療・福
祉職員(看護師・保育士)の 4名に乗馬プロ
グラムについて評価の面接を実施した。 

① 研究デザイン 
  面接による質的調査 
② データ収集期間 

平成 27 年 5月～7月 
③ 対象者の属性 

  Ａ児童発達支援センターの今回の
乗馬プログラムに携わり、本研究の主旨に
同意の得られた看護師 1名、保育士 3名を
研究対象者とした。4 名の施設スタッフに
研究の依頼を行い、4 名全員から、承諾が
得られた。4 名の対象者は乗馬に参加する
子どもたちのホームルームの担任であり、
経験年数は 1 年～5 年の幅があった。それ
ぞれの対象者には30分から 40分の面接を
実施した。 

④ 結果と考察 
対象者 4名全員は、乗馬が子どもたちに

とって普段では考えられない新しい体験
として貴重な機会になっていると乗馬の
価値を語った。特に、自然と順番を待つ行
動や、馬に乗るという目的のための一つの
活動として「鞍を付ける」「ブラシをかけ
る」などの準備に取り組む姿勢について、
他の活動ではなかなか認められないこと
として子どもたちの変化を感じていた。子
どもたちは毎回乗馬を楽しみにしており、
それだけに活動の中での「待つ」「準備す
る」という行動が乗馬の活動の中で認めら
れるようになったと考えられた。 
ルールに従うこと等は集団生活の中で



必ず必要となる行動である。次の行動を予
測して準備を行う様子や、次のために行動
できるということが自然に起こる乗馬に
ついて、期待が語られた。 
また、子どもたちが自然と新しいことに、

も挑戦していけるような場を作っていく
ことに自分たちの役割を感じていた。楽し
いことを『楽しい』と職員が示し伝え感情
や行動のモデルになるよう普段から意識
していたが、乗馬は、対象者にも楽しい、
ドキドキ、わくわくといういう感情が沸き
起こるので、乗馬は対象者にとっても子ど
もたちと一緒に自然に楽しめる場であっ
たことをかなっていた。これは、子どもた
ちの内発的な行動のための動機につなが
っていると考えられた。 

 
(4)乗馬プログラムにおける子どもの心を支
援する看護の役割について 

 3 つの研究から、乗馬プログラムが子ども
たちにとって、普段関わることのない大きな
動物である馬とふれあう希少な場であるこ
とがわかる。それだけに、緊張感の強い子ど
もたちは、乗馬プログラムに繰り返し参加す
ることによって、時間をかけて場に慣れてい
く変化が読み取れた。 
 なかなか行動に表すことのできない子ど
もに対しては、スタッフが細やかなタイミン
グで行動を後押ししていることがわかった。
また、内発的な集団へ関心が向けられる第一
歩として、スタッフが子どもと一緒にわくわ
くする場を楽しむ重要性がみえてきた。また
他の子どもからの関心動詞を動物を媒介に
関係づける場の工夫によりコミュニケーシ
ョンが促進することについて考えられた。 
 長期的な変化と介入についとらえていく
予定である。また子どもの心理的な反応を細
かくとらえる視点やより治療的介入につい
て今後検討の必要があると考えられる。 
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